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中国語の「オノマトペ＋地」について 
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1. はじめに 
 本稿では、コーパスから収集したデータをもとに中国語のオノマトペに後続する助詞「地
(de)」について考察を行う。まず、「オノマトペ＋地」に関する先行研究を検証した上で、
オノマトペと結合する助詞「地」に焦点をあて、状語(修飾語)として用いられた「オノマト
ペ＋地」の特徴および、使用環境を明らかにするとともに、「地」の付加の有無による意味
の違いについて考察を行う。さらに中国語のオノマトペに後続する「地」が助詞「地」の
意味機能においてどのような位置づけになるのかを明らかにすることを目的とする。 
なお、オノマトペは中国語で「擬声詞」、「象声詞」などと様々な呼び名で呼ばれている
が、本稿では原文の引用以外はオノマトペという用語を用いる。さらに下線、網掛けおよ
び本稿で用いた中国語文献の翻訳は特別注釈がない限り、すべて筆者によるものである。 
 
2. 先行研究 
 中国語の「地」についての先行研究としては、邢敬敏(1981)、耿二岭（1986）、中西正樹
（1997）、馬慶株（2002）、呉川（2005）、呂叔湘（2006）、李鏡児（2006）、劉月華他（2007）
がある。 
 ここでは、中国語における構造助詞「地」およびオノマトペ助詞「地」についての先行
研究を概観し、「地」の使用環境についてみていく。 
 
2.1. 中国語における助詞「地」 
 『現代漢語辞典』や『中日辞典』における「地」の解釈としては「他の語句の後ろにつ
けて、動詞・形容詞の副詞的修飾語をつくる。」といった非常に簡単な説明しかない。中国
語の助詞「地(de)」は、「的(de)」「得(de)」と共に、「结构助词(構造助詞)」と呼ばれている。 
(以降「構造助詞」と表記する) 
 呂叔湘（2006）および劉月華他（2007）は、状語（動詞を修飾する副詞句）を非描写的
と描写的な修飾句との 2つに分けている。ここでは劉月華他（2007: 512-517）を取り上げる。 
 
（一） 非描写的な状語 
非描写的な状語の後ろには基本的に「地」を用いることができない。2音節の程度副
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詞の後ろには一般的に「地」が付かないが、修飾の機能を強調したい場合は「地」
を付加する。 
 
（二） 描写的な状語1 
ほとんどの描写的な状語の後ろには一般的に「地」を用いることができ、描写的
な副詞的修飾句は動作主を描写する場合は「地」を付けなければならない。動作
の変化を描写する文においての「地」の使い方は複雑である。動作の変化を描写
する文には、形容詞、動詞、固有フレーズ、名詞（フレーズ）、数量フレーズ、象
徴詞、描写性副詞的修飾語がある。そのうち、象徴詞については、多音節の場合
は「地」の付加は随意的であり、一音節の象徴詞は「地」が付加される。 
 
 このように、中国語におけるオノマトペは、語彙範疇として一括りにされており、形容
詞や動詞、名詞と同じ品詞のレベルで扱われている。 
 
2.2. オノマトペの形式・音節数と「オノマトペ＋地」 
 馬慶株（2002:253）では、擬声語が動詞、あるいは動詞構造の副詞的修飾語として使われ
る場合、邢敬敏(1981)、呂叔湘（2006）と同じ立場にある。つまり、 
 
①単純擬声語は状語として使われるときに、「地」を用いる場合が多い。 
②複合擬声語が状語になる場合は「地（的）」を用いる場合と用いない場合のどちらもある。 
 
 邢敬敏(1981: 61)では、擬声語は主に動詞あるいは、動詞フレーズの修飾句として用いら
れ、X（単純型つまり A 型、AB 型）の中の A 型は、「地」を伴うときにのみ、連用修飾語
になりうる。A 型が連用修飾語として用いられる場合は、「地」を付加してもしなくてもよ
いが、「地」が使用された文と顕著な違いが見られない。「A 的2一声」を状語として使うこ
とができることは、文全体が名詞的ではないことを証明する。 
 
                                                        
1
 劉月華(1982: 32-38)では、描写性状語を M状語とし、その下位分類として、M1状語、M2状語、M3状語 
を設けた。M2状語は、動作、変化そのものを描写するという働きをする。刘月华(1982)の調査によると、
M2状語全体において、「地」を伴わないものが「地」を伴うものの 3倍を占める。M2状語は述語動詞
との関係は密接であることから修飾する動詞との関係はフレーズ内部の組み合わせにおける関係であり、
M2状語の後ろの「地」は随意的であると言及している。 
2
 中国語における構造助詞は前述した「地」以外に「的」がある。呂叔湘（2006）によると、「地」は動詞
や形容詞を修飾し、「的」は名詞を修飾する点に違いがあると述べている。 
 注目すべき点としては、修飾句における助詞「地」を論じるときに、しばしば邢敬敏(1981)、中西（1997）、
呉川（2005）からも、検出できるように、「地」と「的」が混合した形で例文を提出するものが多い。本
稿は、「と」と「地」を比較することに重点を置いたため、「的」については言及しないことにする。 
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(1) 扑
pū
通
tōng
扑
pū
通
tōng
地
de
3 跳
tiào
到
dào
水
shuǐ
里
lǐ
。（ポトンポトンと水に飛び降りた。） 
(2) 心
xīn
里
li
扑
pū
通
tōng
扑
pū
通
tōng
直
zhí
跳
tiào
。（心の中では、パクパクと動いた。） 
(邵敬敏 1981:61) 
 
 中西正樹(1997: 385-386)では、中国語において比較的に典型的だと思われるオノマトペの
形式すべてについて検討を行っている。以下、中西正樹(1997)から抜粋して示す。 
 
(3) Ａ：车
chē
“嘎
gā
”地
de
停
tíng
住
zhù
了
le
／军
jūn
兵
bīng
“哗
huá
” 往
wǎng
回
huí
撤
chè
 
    （車は「がーっ」と止まりました／兵士たちは「さーっ」と元の場所に撤退した） 
(4) ＡＡ：椅
yǐ
子
zi
嘎
gā
嘎
gā
地
de
响
xiǎng
／按
àn
得
de
骨
gǔ
头
tou
嘎
gā
嘎
gā
响
xiǎng
 
    （椅子はガチガチと鳴った／骨がガタガタと鳴るほどマッサージしてくれた） 
(5) ＡＡＡ： 说
shuō
完
wán
，兰
lán
兰
lán
登
dēng
登
dēng
登
dēng
地
de
跑
pǎo
了
le
／她
tā
又
yòu
登
dēng
登
dēng
登
dēng
跑
pǎo
下
xià
楼
lóu
 
（話が終わると蘭蘭はトントントンと行っちゃった／彼女はまたトントントンと走って下
の階に降りた。） 
(6) ＡＢ： 小
xiǎo
麻
má
雀
què
咕
gū
嘟
dū
地
de
吞
tūn
下
xià
了
le
小
xiǎo
虫
chóｎｇ
子
ｚｉ
／咕
gū
咚
dōng
跪
guì
到
dào
炕
kàng
旮
gā
旯
lá
里
lǐ
 
      （雀はごくんと虫を飲み込んだ／がくんとオンドルの所に跪いた） 
(7) ＡＢＢ： 
清
qīng
亮
liàng
亮
liang
的
de
水
shuǐ
咕
gū
嘟
dū
嘟
dū
地
de
流
liú
进
jìn
碗
wan
里
li
／一
yì
仰
yǎng
脖
bó
，把
bǎ
茶
chá
水
shuǐ
“咕
gū
嘟
dū
嘟
dū
”倒
dào
进
jìn
肚
dǔ
子
zi
里
lǐ
 
（キレイな水がじゃらじゃらと御碗のほうに流れ込む／首をあげると、お茶をごくごくん
とお腹に入れた） 
(8) ＡＢＡＢ： 
德
dé
二
èr
郎
láng
在
zài
自
zì
酌
zhuó
自
zì
饮
yǐn
，咕
gū
嘟
dū
咕
gū
嘟
dū
地
de
喝
hē
酒
jiǔ
／不
bú
一
yì
会
huì
儿
er
，海
hǎi
水
shuǐ
烧
shāo
开
kāi
咕
gū
嘟
dū
咕
gū
嘟
dū
翻
fān
腾
téng
着
zhe
 
（徳二郎は自分で晩酌していてごくごくとお酒を飲んでいる／しばらくすると海水がコト
コトと沸騰している） 
                                                        
3 陸倹明(1983)によると、「地」と「的」の違いは、様々な要因によって使い分けされなければならないが、
概ね、「地」は動詞や形容詞を修飾し、「的」は名詞を修飾することに違いがあると述べている。助詞「地」
を論じる時に、しばしば邵敬敏(1981)、中西正樹(1997)にあがっている用例のように「地」と「的」の混
同が見られる。邵敬敏(1981)、馬慶株(2002)の指摘によると、擬声語の数量構造における「的」を、「A
的/地 一声」のように「地」と表記する場合が多いのは、数量構造において、副詞的修飾語とみなされ
ることに起因している、つまり、文全体が名詞的ではないことを証明すると述べている。 
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(9) ＡＡＢＢ：眼
yǎn
睛
jīng
却
què
咕
gū
咕
gū
噜
lū
噜
lū
地
de
瞅
chǒu
这
zhè
个
ge
／咕
gū
咕
gū
哝
nóng
哝
nóng
商
shāng
量
liáng
些
xiē
什
shén
么
me
？ 
      （しかし目はくりくりとこれを見ていた／ひそひそと何を相談しているの？） 
 
 このように、特定の形式がその成員に対して一律に助詞を要求或いは排除するといった
現象は中国語のオノマトペには見られないとしている。 
 
2.3. その他、状語および後続する動詞との関係 
 中西正樹(1997: 386)では、音声を伴わない事態を写すオノマトペ、すなわち擬態語に分類
されるべきものについては、日本語と同じ意味での擬態語という範疇を設けることの妥当
性を問わねばならないほど実際の使用頻度は低いとし、そのようなオノマトペは 1ないし、
2 音節が普通だが、4音節からなるものも含むと述べている。(10)、(11)のように擬態語的な
オノマトペの場合はほとんどが「地」を伴うとしている。 
 
(10) 道
dào
静
jìng
的
de
话
huà
嘎
gǎ
地
de
停
tíng
住
zhù
了
le
(道静の話が急に（がっと）止まった。) 
(11) 孩
hái
子
zi
们
men
地
de
(地←ママ) 目
mù
光
guāng
唰
shuā
地
de
集
jí
中
zhōng
到
dào
他
tā
身
shēn
上
shang
 
(子供たちの視線は、さーっと彼のところの集中した。) 
 
 これらの擬態語的なオノマトペはいずれも音声を写すこともあるが、その場合は「地」
を伴わない例が見受けられるとし、以下の用例を上げている。 
 
(12) 冷
lěng
风
fēng
扫
sǎo
过
guò
院
yuàn
坝
bà
，摇
yáo
得
dé
竹
zhú
叶
yè
索
suǒ
索
suǒ
响
xiǎng
动
dòng
 
(冷たい風が通り過ぎ、竹の葉っぱをさらさらと音を立てて揺らせた) 
 
 さらに、オノマトペと共起する動詞と「地」の間にも相関関係がある指摘している。(13)、
(14)のように、「响(鳴る)」、「叫(叫ぶ)」と共起するオノマトペに「地」が生起する頻度は低
いと指摘し、一方、(15)、(16)のように、逆に音声の発生を直接意味しない動詞と共起する
オノマトペは常に「地」が生起すると指定している。 
 
(13) 乡
xiāng
长
zhǎng
沉
chén
默
mò
着
zhe
， 将
jiāng
那
nà
些
xiē
纸
zhǐ
翻
fān
得
de
哗
huā
哗
huā
响
xiǎng
 
   （郷長は沈黙を貫き、あの紙をざわざわと音をたてながらめくっている） 
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(14) 肚
dǔ
子
zi
里
lǐ
叽
jī
里
lī
咕
gū
噜
lū
叫
jiào
个
gè
没
méi
完
wán
（お腹はごろごろと鳴りやまなかった） 
(15) 一
yì
双
shuāng
燕
yàn
子
zi
在
zài
这
zhè
儿
er
喃
nán
喃
nán
地
de
掠
lüè
过
guò
（二羽のツバメがここからゆうゆうと飛んでいく） 
(16) 脖
bó
子
zi
伸
shēn
出
chū
去
qù
，又 吭
kēng
吭
kēng
嗤
chī
嗤
chī
地
de
割
gē
麦
mài
了
le
。（彼はまたこつこつと麦を切っていく） 
(中西正樹 1997: 386-387) 
 
 つまり、前の方が音声の発生とその内容という対応を示すのに対して、後ろの方は動作
や状態とそれをもっともそれらしく代表できるものとしての音声だと言う。しかし、その
中で、(17)のように、「说(言う)」は、音声の発生を意味する動詞であるが、共起するオノマ
トペはむしろ常に「地」を伴うことを指定している。それには、発話自体は引用であるが、
その後に用いられている「吭吭嗤嗤」のほうこそ発話を聞く人に与える印象を一般化した
もので、象徴的な表現であるため、「地」が付加されると説明している。 
 
(17) “不
bù
，我
wǒ
不
bú
要
yào
”他
tā
吭
kēng
吭
kēng
嗤
chī
嗤
chī
地
de
说
shuō
。（「いや、私は嫌だ。」彼はおずおずと言った） 
(中西正樹 1997: 386-388) 
 
 中西正樹は(18)、(19)のように、「A」「AB」式のものは反復回数や継続時間についても現
実をそのまま映すものであるのに対し、(20)のように「ABAB」や「AABB」式のものは、
不特定回数にわたる継続を示す際に「地」を伴わず、動作の回数を示す数詞が比較的大き
な数を指す場合および不定数を指す場合のオノマトペの重複は単に音声の反復だけを意味
することになり、「地」を伴うとしている。(21)は、オノマトペが反復回数を特定しえない
ために「地」を伴っていると考えていると説明している。(しかし、著者があげている(21)
は「地」を伴っていない用例である。) 
 
(18) 眼
yǎn
泪
lèi
呼
hū
的
de
一
yí
下
xià
流
liú
下
xià
来
lái
(涙がわーと流れ落ちた) 
(19) 突
tū
然
rán
，炮
pào
弹
dàn
嗖
sōu
嗖
sōu
两
liǎng
声
shēng
飞
fēi
了
le
过
guò
去
qù
(突然、爆弾がウィンウィンと飛んでいった) 
(20) 鞋
xié
匠
jiàng
在
zài
那
nà
里
li
乒
pīng
乒
pīng
乓
pāng
乓
pāng
地
de
忙
máng
碌
lù
(靴修理屋はめちゃめちゃ忙しくしている) 
(21) 家
jiā
雀
qiǎo
在
zài
房
fáng
檐
yán
上
shàng
“吱
zhī
”一
yì
声
shēng
，“吱
zhī
”一
yì
声
shēng
的
de
叫
jiào
着
zhe
 
(スズメは屋根の上で「ちー」一回、「ちー」一回と鳴いている。) 
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 一方、動作の回数が 1～2 回で、オノマトペの重畳数と一致するとき、「地」は生起しな
い傾向があると主張している。 
 
(22) 大
dà
时
shí
钟
zhōng
镗
tāng
镗
tāng
镗
tāng
地
de
响
xiǎng
了
le
九
jiǔ
下
xià
(大きい置時計はトントントンと 9回鳴った) 
(23) 只
zhǐ
听
tīng
得
de
树
shù
洞
dòng
里
lǐ
嗷
áo
嗷
áo
叫
jiào
了
le
两
li
声(木の洞窟からオオと二回叫んでいるのが聞こえた) 
 
 中西正樹(1997)では、単独用法のオノマトペを隣接している文の中に副詞として取り込む
ことは難しいと指摘し、これらのオノマトペと後続する文との間には「同格」「継起」とい
った関係が認められることから、その文全体は複文に近いと述べている。 
 
(24) “ 砰
pēng
！”子
zǐ
弹
dàn
向
xiàng
别
bié
处
chù
飞
fēi
去
qù
(「ポン」と弾は別の所へ飛んでいった) 
 
 最後に、中国語における引用は、ごく少数である「哼(heng)」「嗯(en)」以外、動詞「説」
などの賓語(目的語)や独立した成分となることはあっても、副詞的に機能することはないと
している。オノマトペの典型をその即物性4に求めるとしたら、日本語は「と」という標識
を求めるのに対し、中国語では標識を持たない形を指向せず、オノマトペ助詞を生起しな
いことによって示されると述べている。 
 
3. 研究対象・研究方法 
 本節では、中国北京大学で構築されたコーパスを使用する。この「Center for Chinese 
Linguistics PKU」は、 (以下「CCL」と呼ぶことにする)の規模は 838,803,906 字節である。 
考察対象となるオノマトペは、邵敬敏(1981)、野口宗親(1995)、李鏡児(2006)、黄慧(2007)
におけるデータをもとに、出現頻度が高いと思われるオノマトペを選定した。CCL コーパ
スに検索をかけ、500例までいかないものについては、全てを収集することとし、500例を
超えるものは上から表示された順番で 500 例ずつを分析対象として収集する。データ分類
の基準を以下に示す。 
これらの組み合わせにはさまざまなバリエーションがあり、語頭のみならず、語中およ
び語尾にも現れることがあり、決まったオノマトペを検索するより多くのオノマトペが検
索できる。収集したデータを整理するにあたり、以下のような方法を使用する。 
 
                                                        
4
 ここでいう即物性というのは、言語の音韻と文法の枠の中で自然界の音声をそのままの姿で再現しよう
とする態度である。 
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①オノマトペではないもの5 
②重複するオノマトペ6 
③動詞や名詞的に用いられるオノマトペ7 
④単独でオノマトペのみ現れるもの 
⑤音節数については 1～4音節のもののみ8 
 
本節では、まず先行研究における以下の論述について検証を行う。 
①中国語の「オノマトペ＋地」は、音節数と密接に関わっているのか。 
②後続する動詞により、「地」の有無が決定されるのか。 
③「ABAB 型」「AABB 型」が不特定回数にわたる継続を示すため「地」を伴わないのか。 
④「地」の有無は本当に意味的な違いを生じさせないのか。 
 
4. 考察 
本稿ではコーパスから収集したデータをもとに中国語のオノマトペに後続する助詞「地」
について考察を行う。先行研究における論述を検証した上で、オノマトペと結合する助詞
「地」に焦点をあて、状語として用いられた「オノマトペ＋地」の使用環境を検討する。 
 
4.1. 数量的考察 
今まで「オノマトペ＋地」について言及されたものはすべて形態(音節数を含む)を手掛か
りとしているため、本稿でも先行研究に倣い、音節数ごとに分類したうえで考察を行う。
なお、考察における用例はすべて CCLコーパスによるものである。 
 
表 1：本稿で扱う資料の数量的データ 
 1音節 2音節 3音節 4音節  合計 
＋地(全体／動、名量詞を含む) 523 311 158 569 1,563 
ゼロ型(全体／動、名量詞を含む) 94 1320 146 466 2,026 
用例数 617 1631 303 1,035 3,589 
 
 
                                                        
5 例えば、「滴」は「滴答」というオノマトペで使われる一方、「小雨滴/小さい雨粒」のような名詞や「滴
眼药水/目薬をさす」のような動詞として使われることがある。『現代漢語辞典』を参照しながら、手作
業でこういったオノマトペではないものは排除する。 
6
 「咕」と「嘀」を例として説明すると、「嘀」を含んだオノマトペと「咕」を含んだオノマトペも存在す
る。さらに「咕」と「嘀」の両方を含んだ「嘀咕」およびその重畳形「嘀嘀咕咕」も存在する。 
7
 オノマトペではあるが、明らかに名詞的用法、動詞的用法のものであると考えられたものは排除するこ
とにする。例えば、「咕嘟咕嘟」は、煮物を「ぐつぐつ」煮る音や様子を表す場合があるが、「把海带～烂
了再吃」のように動詞として使われる場合は排除することにする。 
8
 本稿で収集したデータを概観したところ、1~4音節が主であり、4音節を超えるものはすべて 1~4音節の
反復形であることが確認されたため、主に 1~4音節まで扱うことにする。 
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 今回のコーパスを用いた調査において、全部で 3,589例のオノマトペを収集することがで
きた。表 1から分かるように、中国語のオノマトペは全体的に 2音節が最も多く用いられ、
次に 4音節が多用され、それから 1音節の順となり、3音節の使用数が最も少ない。 
 日本語において 4 モーラのオノマトペが最も多く使われているのに対し、中国語では 2
音節のものが最も多く用いられている。日本語および中国語ともに A 型、AB 型が基本形に
なっているのにもかかわらず、中国語では基本形である A 型も AB 型も多用されている。
それに比べて日本語では基本形である A 型および AB 型の使用は中国語とは逆の傾向があ
る。つまり、日本語においては基本形のオノマトペの使用頻度はあまり高くなく、A型およ
び AB 型の反復形あるいは特殊拍が付加された形で用いるオノマトペのほうが多いという
ことになる。しかし、日本語においても AB 型のほうが多用される特定のジャンルがあるが、
それは漫画である。漫画に用いられているオノマトペのその他の文学作品に用いられてい
るオノマトペとの顕著な違いは、2モーラのオノマトペが多用されているということである。 
 さらに、日本語においては、もともと 1 モーラのオノマトペは非常に少ないため、その
使用頻度も非常に低くなっているが、中国語においては 1 音節のオノマトペよりも 3 音節
のオノマトペの方が、使用頻度が低くなっている。これは、日本語においては単純反復の 3
音節(タタタ)以外にも単純型に特殊音(撥音[ちりん]、促音[ごろっ／げげっ／かっか／すー
っ]、長音[ぐーぐ／ぐぐー／ぽちゃー／がーん])、リ語尾[ごろり／かりり]が付いた 3 音節
のものがかなりの割合を占める一方、中国語では 3 音節のオノマトペは、AAA 型以外には
ABB 型などといった限られたオノマトペしか作れないものも多く、バリエーションがあま
りないため、3音節の出現率が低くなっているのではないかと考えられる。このことからも
日本語と中国語におけるオノマトペの使用特徴は明らかである。 
 助詞との共起関係から見ると、1音節のオノマトペはオノマトペ助詞「地」を伴って用い
られやすいことが見て取れる。しかし、2音節のオノマトペに関しては、1音節とは逆にゼ
ロ型で用いられやすい。3音節および 4音節のオノマトペはゼロ型と「地」を伴っている用
例がほぼ同じである。4 音節のオノマトペは助詞を伴うものとゼロ型で用いられるものとで
あまり差がないことは日本語のオノマトペの使用実態と同じであるが、日本語においては、
3 音節、1 音節、2 音節が「と」を介せずに動詞を修飾するものは非常に少ないと言える。
これについての詳細については後述する。 
 
4.2. オノマトペと数量詞との共起の問題 
 先行研究において、オノマトペと数量詞の関係について触れている。表 1 で示している
用例数は引用記号「“ ”」が一緒に含まれているものすべての数値であるが、以下表 2 に
示すのは、引用記号を伴わないオノマトペである。 
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表 2：本稿で扱う資料の数量的データ 
 1音節 2音節 3音節 4音節  合計 
＋地(全体／動、名量詞を含む) 523/365 311/15 158/0 569/0 1,563 
ゼロ型(全体／動、名量詞を含む) 94/51 1320/438 146/5 466/7 2,026 
 
 
 邵敬敏(1981)、馬慶株(2002)を参照し、「A地 一声」のような数量構造になっているオノ
マトペの出現頻度をみる。予想外の結果となったのは、表 2のように、3音節、4音節のオ
ノマトペは「＋地」の形で動/名量詞を伴っている用例がなかったことである。ゼロ型にお
いても(26)、 
(25)のように、3 音節、4 音節は「オノマトペ＋動/名量詞」は、出現率は極めて低く 146/5
と、466/7例しか見つかっていない。さらに、注目すべき点は、これら動/名量詞を伴うもの
は(27)のように引用記号の「“ ”」を伴っていることが多い。 
 
(25) ９时
shí
３０分
fēn
，挂
guà
号
hào
室
shì
噼
pī
里
li
啪
pā
啦
lā
一
yí
阵
zhèn
算
suàn
盘
pán
，结
jié
果
guǒ
出
chū
来
lai
了
le
 
 (9時 30分に受付室ではガシャガシャと算盤で計算し、結果が出た。) 
(26) 车
chē
队
duì
正
zhèng
在
zài
缓
huǎn
缓
huǎn
前
qián
进
jìn
的
de
时
shí
候
hou
，突
tū
然
rán
哗
huá
喇
lǎ
喇
lǎ
一
yī
声
shēng
响
xiǎng
，飞
fēi
来
lái
个
gè
大
dà
铁
tiě
椎
chuí
 
 (車が列がゆっくり前に進む際、突然がちゃんと音がし、大きいハンマーが飛んできた。) 
(27) 公
gōng
主
zhǔ
手
shǒu
一
yì
挥
huī
，“ 嘭
pēng
啷
lāng
啷
lāng
”一
yī
声
shēng
响
xiǎng
，把
bǎ
“玉
yù
如
rú
意
yì
” 摔
shuāi
碎
suì
在
zài
地
dì
上
shàng
。 
 (姫様は手を振ると、「ちゃりん」と音がなり、「玉如意」を床に落として割ってしまった) 
 
 邵敬敏(1981)に指摘されているとおり、中国語では 4文字が読みやすいため、動/名量構造
は 1, 2音節と共起しやすいことが考えられる。さらに今回扱ったデータの特徴は、動/名量
詞が付加される場合、一般的に 1 音節の場合は(28)のような「地」とともに 4 文字の形が作
られてから使用され、2 音節の場合は(29)のように「地」が付加されない形で使用されるも
のが比較的高い割合を占める。さらに、2音節において、「地」が付加された場合は(30)のよ
うに、動/名量詞を伴う用例はわずかであり、ほとんどが動/名量詞構造を取らない形で用い
られている。4音節のオノマトペは「地」の付加による数量的な差が見られないことからも
先行研究を裏付けることになる。つまり、4音節のオノマトペは「地」の付加が随意的であ
る。 
 
(28) 不
bù
等
děng
他
tā
说
shuō
完
wán
，干
gàn
姿
zī
嘭
pēng
地
de
一
yì
声
shēng
挂
guà
了
le
电
diàn
话
huà
，万
wàn
分
fēn
沮
jǔ
丧
sàng
地
de
跌
diē
坐
zuò
在
zài
沙
shā
发
fā
上
shang
。 
 (彼の話が終わる前に、干姿はぱんと電話を切って、悲しそうにソファに座っていた) 
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(29) (前略) 手
shǒu
里
li
抡
lūn
起
qǐ
发
fā
红
hóng
光
guāng
的
de
大
dà
片
piàn
砍
kǎn
刀
dāo
，唰
shuā
唰
shuā
两
liǎng
下
xià
，削
xuē
地
dì
瓜
guā
般
bān
地
de
把
bǎ
两
liǎng
个
gè
鬼
guǐ
子
zi
的
de
头
tóu
斩
zhǎn
下
xià
来
lái
… 
 (手には刀を振り回し、しゅっしゅっとさつまいを切るように敵の頭を切り落とした) 
(30) 朱
zhū
品
pǐn
用
yòng
准
zhǔn
确
què
而
ér
又
yòu
流
liú
畅
chàng
的
de
线
xiàn
条
tiáo
，唰
shuā
唰
shuā
地
de
几
jǐ
笔
bǐ
就
jiù
把
bǎ
胡
hú
妈
mā
的
de
轮
lún
廓
kuò
呈
chéng
现
xiàn
在
zài
我
wǒ
们
men
的
de
面
miàn
前
qián
，…。 
 (朱品は正確で流暢なラインでしゅっしゅっと何回かで胡おばさんの輪郭を描き上げた。) 
 
 先行研究で指摘している 1 音節のオノマトペは単独には使えないという結論に対して、
本稿の調査からは、ゼロ型で現れたものが検出できた。但し、1 音節のゼロ型の用例は(31)
のように直接動詞を修飾するよりは、ほとんどが(33)のように、動/名量構造で現れている。
これらは、耿二岭(1986)および邵敬敏(1981)、馬慶株(2002)に従うと、副詞的修飾成分と見
なすことができる。1 音節の場合には副詞的修飾成分になる場合、「地」が付加された形で
のみ現れるとする主張を支持しないということになる。 
 
(31) 耶
yē
律
lǜ
齐
qí
左
zuǒ
腿
tuǐ
飞
fēi
出
chū
， 砰
pēng
一
yì
响
xiǎng
， 将
jiāng
棺
guān
盖
gài
踢
tī
在
zài
地
dì
下
xià
。 
 (耶律齐は左足でパンと棺桶の蓋を床に蹴り落とした。) 
(32) 他
tā
一
yí
步
bù
一
yī
高
gāo
跳
tiào
到
dào
窗
chuāng
前
qián
面
mian
， 砰
pēng
地
de
一
yì
声
shēng
推
tuī
开
kāi
了
le
窗
chuāng
。 
(彼は高跳びしながら窓の前まできて、パンと窓を開けた。) 
(33) 砰
pēng
一
yì
声
shēng
撞
zhuàng
上
shàng
棕
zōng
色
sè
轿
jiào
车
chē
， 停
tíng
住
zhù
了
le
。 
 (パンという音を出しながら茶色の車にぶつかって止まった。) 
 
 見てきたように、名量詞の場合は、「嘭地一声响(ポンと音がする)」のように、「オノマ
トペ＋名量詞＋動詞」の形で用いられており、「砰地一下摔下来了(ポンと転び落ちた)」の
ように、「オノマトペ＋動量詞＋動詞」の形で用いられている。名量詞は「嘭地响一声(ポ
ンと音がした)」のように置き換えが可能なのに対し、動量詞の場合は、「*嘭地摔下来一下」
は不自然な文になる。さらに、「嗷地咬了一口(がぶっと一口かぶりついた)」のように動作
の完了を表すことができるが、名量詞が前に置かれると、「*嗷地一口咬了」のように、単
純に完了形を使用することができず、「嗷地一口咬下去了(がぶっと一口かぶりついていっ
た)」のように、動作の補足説明が必要になってくる。このことからも、名量詞と用いられ
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るオノマトペは音そのものを描写することに重点が置かれているが、動量詞と用いられる
オノマトペは音と一緒に行われる動作描写についてとらえていると考えることができる。 
 
4.3. オノマトペと後続する動詞 
 中西正樹は、「响」「叫」を例に、オノマトペに後続する動詞が「地」の有無に関係して
いることについて述べている。 
 
(34) 门
mén
嗵
tōng
地
dì
一
yì
响
xiǎng
，儿
ér
子
zi
冲
chōng
了
le
进
jìn
来
lái
。 
 (ドアがドンと鳴り、息子が勢いよく入ってきた。) 
(35) 他
tā
接
jiē
过
guò
木
mù
杓
sháo
，一
yī
杓
sháo
子
zǐ
下
xià
去
qu
，只
zhǐ
听
tīng
又
yòu
是
shì
“噗
pū
”的
de
一
yì
响
xiǎng
。 
 (彼は木のスプーンを受け取り、一気に手を付けた。また「ぷー」という音がした。) 
(36) 刚
gāng
要
yào
坐
zuò
下
xià
去
qu
的
de
时
shí
候
hou
， 照
zhào
相
xiàng
机
jī
“嚓
chā
”地
dì
响
xiǎng
了
le
一
yí
下
xià
。 
 (座ろうとしたときに、カメラから「かちっ」と音がした。) 
 
 このように、1 音節のオノマトペと後ろに用いられる「响(xiǎng)」を見ると、「地」と共
に用いられている。さらに顕著であるのは、(34)のような連用修飾用法としての用例は少な
く、ほとんどが(35)と(36)のように、オノマトペが引用標識として用いられる場合のほうが
圧倒的に多い。 
 
(37) 心
xīn
里
li
咚
dōng
咚
dōng
地
de
响
xiǎng
了
le
两
liǎng
下
xià
。 
 (心の中では、ドンドンと鳴った。) 
(38) 何
hé
建
jiàn
国
guó
脸
liǎn
越
yuè
拉
là
越
yuè
长
cháng
， 空
kòng
格
gé
键
jiàn
回
huí
车
chē
键
jiàn
敲
qiāo
得
de
咣
guāng
咣
guāng
作
zuò
响
xiǎng
。 
 (何建国の顔はますます不機嫌になり、スペースキーとエンターキーをガタガタと音を出
し打った) 
 
 (37)のように 2音節のオノマトペに関しては、1 音節と全く違って、「地」を伴って用いら
れた用例は極わずかである。2音節のオノマトペはそのほとんどが「地」を伴わずに用いら
れている。その他は(38)のように、「作响(音がする)」を伴って、4音節を構成し、使用され
る用例が目立って多い。1音節のオノマトペ同様に引用記号で現れている用例がかなりの割
合を占めている。 
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(39) 摸
mō
索
suǒ
着
zhe
辨
biàn
认
rèn
那
nà
紧
jǐn
闭
bì
的
de
命
mìng
运
yùn
之
zhī
门
mén
，然
rán
后
hòu
举
jǔ
起
qǐ
手
shǒu
来
lái
咚
dōng
咚
dōng
咚
dōng
地
dì
把
bǎ
它
tā
敲
qiāo
响
xiǎng
。 
 (固く閉ざされた運命の扉を模索し、手を挙げてドンドンドンと音を出して叩いた。) 
(40) 他
tā
从
cóng
皮
pí
袄
ǎo
里
lǐ
掏
tāo
出
chū
一
yì
把
bǎ
光
guāng
洋
yán
， 咣
guāng
啷
lāng
啷
lāng
摊
tān
到
dào
台
tái
子
zi
上
shàng
。 
 (彼はジャケットの中から一掴みのお金を出し、ガチャンと台の所に置いた) 
 
 3 音節のオノマトペは上にあげたように、助詞「地」を伴って用いられるものも、「地」
を伴わずに用いることもできる。3 音節のオノマトペも 1，2 音節同様に引用記号の中で現
れるものが少なくない。 
 
(41) 机
jī
关
guān
枪
qiāng
居
jū
然
rán
又
yòu
噼
pī
里
li
啪
pā
啦
lā
地
de
响
xiǎng
了
le
起
qǐ
来
lái
。 
 (機関銃はなんとまたガガガガと鳴り始めた。) 
(42) 小
xiǎo
王
wáng
一
yì
家
jiā
搬
bān
得
de
倒
dào
是
shì
快
kuài
， 电
diàn
钻
zuàn
、凿
záo
子
zi
叽
jī
哩
lǐ
咣
guāng
当
dāng
响
xiǎng
了
le
几
jǐ
天
tiān
后
hòu
，人
rén
就
jiù
紧
jǐn
跟
gēn
着
zhe
住
zhù
进
jìn
来
lái
了
le
。 
 (王さん一家は引っ越しが早い、ガチャンコトンと何日間か音がしていたと思ったらすぐ
人が住むようになった) 
 
 4 音節のオノマトペは(41)のように助詞「地」を伴って用いられるものと、(42)のように
何も伴わずに直接動詞を修飾するものとの間に大きな差が見られない。さらに特徴的なの
は、１～3音節においては引用記号の中で用いられるオノマトペが多かったのに対し、4音
節のオノマトペにおいてはそういった用例はあまり見られなかった。 
 中西正樹(1997)では、即物性と象徴性の観点からオノマトペに後続する「地」について説
明している。すなわち、日本語では即物性のオノマトペが助詞「と」を伴って現れるのに
対し、中国語のオノマトペはそれとは逆で即物性のオノマトペこそ助詞「地」を伴わずに
使用することができるという。そして、日本語において象徴性のオノマトペは助詞「と」
を伴わずに用いられるのに対し、中国語のオノマトペは象徴性のオノマトペこそ助詞「地」
を伴って用いられるとしている。そのため、「响(鳴る)／叫(叫ぶ)」のような動詞は音を直
接描写することが多いため、即物性の観点から助詞「地」を伴わずに使用されると主張し
た。しかし、先ほど挙げた(34)～(42)までの用例を見ると、助詞「地」が使われるものも使
われないものも確認できる。用例の詳細を見ても、「咚咚咚地把它敲响(ドアをドンドンド
ンと鳴らした)」のように明らかに中国人の習慣としてドアは三回「ドンドンドン」と叩く
ので即物性でのものあると判断できるが、助詞「地」が用いられていることがわかる。 
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 オノマトペと動詞のコロケーションの問題が「地」の出現に影響を与えるということは
中西の論述を一部支持するものの、オノマトペと動詞とのコロケーションが必ずしも「地」
の有無に影響するとは限らないのかもしれない。 
 単音節のうち、単独で使われにくいオノマトペは状語になれない。特に笑い声を表す「嘻 
嘿 哈」などは、単音節で使われる場合が非常に少ない。「地」を伴って現れるものも非常
に稀であるが、CCLコーパスで検索したところ、「嘻地」(6/799)、「嘿地」(0/89)、「哈地」(2/388)、
「咕地」(0/95)「嚓地」(3/250)と、わずかに用例が見つかった。 
 
(43) 那
nà
人
rén
居
jū
然
rán
嘻
xī
地
de
笑
xiào
出
chū
了
le
声
shēng
。 
 (あの人はヒっと声を出して笑った) 
(44) 小
xiǎo
香
xiāng
哈
hā
地
de
一
yí
笑
xiào
道
dào
：  
 (小香はハっと笑いながら言った) 
(45) 嚓
chā
地
de
又
yòu
划
huá
着
zhe
一
yì
根
gēn
火
huǒ
柴
chái
。 
 (サっとまたマッチを一本滑らせた) 
 
4.4. 擬態語的表現およびその他について 
 中西正樹(1997)では、擬態語的表現の際には即物性が認められず、助詞「地」を伴って現
れると主張している。 
 
(46) 陈
chén
墨
mò
涵
hán
猛
měng
一
yī
抖
dǒu
擞
sǒu
， 全
quán
身
shēn
肌
jī
肉
ròu
唰
shuā
地
dì
绷
bēng
紧
jǐn
，一
yí
道
dào
响
xiǎng
亮
liàng
的
de
膛
táng
音
yīn
冲
chōng
口
kǒu
而
ér
出
chū
。 
 (陳墨涵猛烈に震え、全身の筋肉がさっと張るようになり、美しい声を口に出した) 
(47) 从
cóng
酒
jiǔ
杯
bēi
里
lǐ
嘭
pēng
地
dì
跳
tiào
出
chū
个
gè
狂
kuá
欢
huān
王
wáng
子
zǐ
， 能
néng
说
shuō
会
huì
道
dào
 
 (お酒のコップからポンと楽しい王子様が現れ、色々話ができる人だった) 
(48) 我
wǒ
把
bǎ
提
tí
拉
lā
起
qǐ
多
duō
高
gāo
的
de
心
xīn
，‘噗
pū
’地
dì
放
fàng
了
le
下
xià
来
lái
， 便
biàn
照
zhào
猫
māo
画
huà
虎
hǔ
学
xué
了
le
一
yī
遍
biàn
。 
 (ずっと心配していた心がぷすっと重荷を下ろせた。そして一回真似した。) 
 
 このように、1 音節のオノマトペは助詞「地」を伴って使用されたものが圧倒的に多い。
「地」なしでも用いることができるが、引用記号やカンマで区切ることなしには使えない。 
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(49) 岳
yuè
秀
xiù
英
yīng
唰
shuā
啦
lā
一
yí
下
xià
红
hóng
了
le
脸
liǎ
， 正
zhèng
色
sè
道
dào
： 
 (岳秀英はさっと顔が赤くなり、真面目に言った) 
(50) 就
jiù
在
zài
医
yī
生
shēng
翻
fān
眼
yǎn
皮
pí
的
de
一
yí
刹
chà
那
nà
， 整
zhěng
个
gè
医
yī
院
yuàn
的
de
电
diàn
灯
dēng
唰
shuā
啦
lā
一
yí
下
xià
全
quán
部
bù
没
méi
了
le
电
diàn
。 
 (医者が瞬きしている間に病院全体の電燈がカシャリと一気になくなった) 
(51) 洛
luò
耿
gěng
一
yì
听
tīng
说
shuō
叫
jiào
走
zǒu
，呱
guā
哒
dā
把
bǎ
心
xīn
放
fàng
下
xià
了
le
。 
 (洛耿は帰ると聞いて、グーッと安心した。) 
 
 2音節のオノマトペの擬態語的表現においても、助詞「地」を伴っているものは見つかっ
ていない。今回収集したオノマトペの中に 3音節の擬態語的表現は見つかっていないため、
次に 4音節のオノマトペを示す。 
 
(52) 他
tā
竟
jìng
在
zài
我
wǒ
这
zhè
个
ge
素
sù
不
bù
相
xiāng
识
shí
的
de
小
xiǎo
字
zì
辈
bèi
面
miàn
前
qiá
，叭
bā
哒
dā
叭
bā
哒
dā
掉
diào
眼
yǎn
泪
lèi
。 
 (まさか彼はまったく知らない後輩の前でポタポタと涙を流した。) 
(53) 那
nà
一
yì
碗
wǎn
稀
xī
薄
bó
的
de
米
mǐ
汤
tāng
还
hái
没
méi
有
yǒu
完
wán
全
quán
消
xiāo
化
huà
，他
tā
拖
tuō
着
zhe
绳
shéng
子
zi
走
zǒu
到
dào
打
dǎ
谷
gǔ
场
chǎng
，一
yì
边
biān
走
zǒu
一
yì
边
biān
听
tīng
见
jiàn
胃
wèi
里
lǐ
咣
gu
里
lǐ
咣
guāng
荡
dàng
地
dì
响
xiǎng
，好
hǎo
像
xiàng
他
tā
是
shì
一
yì
头
tóu
拉
lā
着
zhe
水
shuǐ
车
chē
的
de
毛
máo
驴
lǘ
一
yí
样
yàng
。 
 (歩きながら、胃の中でからんころんと鳴るのが聞こえた。まるで水車を運んでいるロバ
のようだ。) 
 
 今回収集した 4 音節のオノマトペは、典型的な擬態語として用いられたものが見つから
ず、上記のように、叭哒叭哒掉眼泪(ポタポタと涙を流す)」、「胃里咣里咣荡地响(胃の中が
ポチャンポチャンと鳴る)」のように、音声を伴っているような印象を与えるものである。
その中で、涙を流す際に液体が落ちるポタポタという音は存在しないと思うが、「地」は伴
っていない。さらに、「地」を伴ったり伴わなかったりする。「胃里咣里咣荡地响(胃の中が
ポチャンポチャンと鳴る)」では動詞「响(鳴る)」を修飾しているものもあるのにもかかわ
らず、「地」が使われている。 
 このように、オノマトペの音節と擬態語的表現の間には特に顕著な違いがあるわけでは
ないが、1音節、2音節のオノマトペは擬態語的用法が比較的多かったのに対し、今回の調
査においては 3音節、4音節のオノマトペでの擬態語的表現は非常に少なかった。 
 次に「AABB＋地」と「ABAB＋地」のようなものについて CCL コーパスで実例を収
集したところ、(54)、(55)のような用例が得られた。 
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(54) 张
zhāng
三
sān
儿
er
吃
chī
罢
bà
饭
fàn
取
qǔ
水
shuǐ
罐
guàn
咕
gū
咚
dōng
咕
gū
咚
dōng
地
de
大
dà
喝
hē
了
le
几
jǐ
口
kǒu
…(後略)。 
 (張三はご飯を食べたらポットで水をごくんごくんと飲んだ) 
(55) 一
yí
位
wèi
纤
xiān
瘦
shòu
的
de
姑
gū
娘
niang
抢
qiǎng
到
dào
了
le
鲜
xiān
花
huā
， 兴
xīng
奋
fèn
得
de
叽
jī
里
li
呱
guā
啦
lā
地
de
欢
huān
叫
jiào
起
qǐ
来
lai
。 
 (すごく痩せ細っている女の子が花束をもらったみたいで興奮してぎゃーぎゃー叫んでい
る。) 
(56) 似
sì
乎
hū
是
shì
从
cóng
四
sì
面
miàn
八
bā
方
fāng
涌
yǒng
至
zhì
广
guǎng
场
chǎng
，又
yòu
丁
dīng
丁
ding
当
dāng
当
dāng
地
de
横
héng
穿
chuān
而
ér
过
guò
。 
 (まるであっちこっちから広場に寄せてきて、またバラバラとすれ違っていく) 
(57) 明
míng
亮
liàng
宽
kuān
敞
chǎng
的
de
农
nóng
民
mín
公
gōng
寓
yù
唰
shuā
啦
lā
啦
lā
竖
shù
起
qǐ
一
yí
个
ge
新
xīn
上
shàng
庄
zhuāng
。 
 (明るく広々としている農民の寮が一気にできて、新しい村ができたかのようだった) 
 
 中国語のオノマトペは「AABB/ABAB 型」に関係なく、不特定回数を表す場合でも「地」
が付加された形で使われる場合が多い。「AABB/ABAB型＋地」の使い方はそれほど制限さ
れるわけでもなく、CCLコーパスの中だけでもかなりの割合を占めている。さらに(56),(57)
のようなオノマトペの隠喩的用法として使われるオノマトペは、「地」が付加されるものも、
付加されない用例も見受けられる。しかし、擬態語的用法の用例が今回収集したデータで
は非常に少ないため、本稿では擬態語的な 4 音節オノマトペと「地」の関わりを否定する
有力な証拠は得られず、中西正樹(1997)の論証をある意味裏付けることになった。 
邵敬敏(1981)では、「地」の有無は意味に違いが生じないということについて論じている。
「地」の有無は本当に意味の違いを生じさせないのかを検証してみる。 
 
(58) a 耶
yē
律
lǜ
齐
qí
左
zuǒ
腿
tuǐ
飞
fēi
出
chū
， 嘭
pēng
一
yì
响
xiǎng
， 将
jiāng
棺
guān
盖
gài
踢
tī
在
zài
地
dì
下
xià
。 
b 耶
yē
律
lǜ
齐
qí
左
zuǒ
腿
tuǐ
飞
fēi
出
chū
， 嘭
pēng
地
de
一
yì
响
xiǎng
， 将
jiāng
棺
guān
盖
gài
踢
tī
在
zài
地
dì
下
xià
。 
(耶律齐は左足でパンと棺桶の蓋をけり落とした。) 
(59) a 他
tā
知
zhī
道
dao
这
zhè
是
shì
夜
yè
袭
xí
队
duì
，心
xīn
儿
ér
不
bù
由
yóu
得
de
咚
dōng
咚
dōng
跳
tiào
起
qǐ
来
lai
。 
b 他
tā
知
zhī
道
dao
这
zhè
是
shì
夜
yè
袭
xí
队
duì
，心
xīn
儿
ér
不
bù
由
yóu
得
de
咚
dōng
咚
dōng
地
de
跳
tiào
起
qǐ
来
lai
。 
(彼はこれが夜の襲撃隊だと知っているので心の中ではドキドキしていた。) 
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(60) a 我
wǒ
们
men
在
zài
干
gān
草
cǎo
堆
duī
上
shang
打
dǎ
滚
gǔn
、 戏
xì
闹
nào
、捉
zhuō
迷
mí
藏
cáng
，弄
nòng
得
de
干
gān
草
cǎo
唰
shuā
啦
lā
啦
lā
直
zhí
响
xiǎng
，常
cháng
常
cháng
惹
rě
来
lái
大
dà
人
ren
们
men
的
de
吆
yāo
喝
he
声
shēng
。 
b 我
wǒ
们
men
在
zài
干
gān
草
cǎo
堆
duī
上
shang
打
dǎ
滚
gǔn
、 戏
xì
闹
nào
、捉
zhuō
迷
mí
藏
cáng
，弄
nòng
得
de
干
gān
草
cǎo
唰
shuā
啦
lā
啦
lā
地
de
直
zhí
响
xiǎng
，
常
cháng
常
cháng
惹
rě
来
lái
大
dà
人
ren
们
men
的
de
吆
yāo
喝
he
声
shēng
。 
([前略] 乾いた草がさらさらと音を立てて、大人の喝采の声を招いた) 
(61) a 婚
hūn
礼
lǐ
的
de
鞭
biān
炮
pào
噼
pī
噼
pī
啪
pā
啪
pā
响
xiǎng
起
qǐ
来
lai
，一
yí
对
duì
新
xīn
人
rén
在
zài
众
zhòng
人
rén
的
de
催
cuī
促
cù
下
xia
， 面
miàn
对
duì
毛
máo
主
zhǔ
席
xí
像
xiàng
深
shēn
深
shēn
地
de
鞠
jū
了
le
三
sān
躬
gōng
。 
 b 婚
hūn
礼
lǐ
的
de
鞭
biān
炮
pào
噼
pī
噼
pī
啪
pā
啪
pā
地
de
响
xiǎng
起
qǐ
来
lai
，一
yí
对
duì
新
xīn
人
rén
在
zài
众
zhòng
人
rén
的
de
催
cuī
促
cù
下
xia
，面
miàn
对
duì
毛
máo
主
zhǔ
席
xí
像
xiàng
深
shēn
深
shēn
地
de
鞠
jū
了
le
三
sān
躬
gōng
。 
(結婚式で爆竹をパチパチなり始める。若き夫婦は皆の前で毛澤東の写真の前で深くお
辞儀をした) 
 
 用例(58)～(61)で提示したように、「地」が付加された形と用いられない形を同時に羅列し
てみると、「地」の有無が意味の区別を成さないことは見てとれる。しかし、「地」を伴わ
ないものは、比較的動詞と強く結び付いていることからオノマトペと修飾する動作が密接
に関わっている印象を与えるのに対し、「地」が付加されたものはより描写的であり、より
象徴的意味を見出しやすい表現であると考えられる。中国人母語話者 3 人にアンケート調
査を行った際、3人とも上述した印象があるという回答を得た。 
 
5. まとめ 
 本稿では、オノマトペ助詞に後続する「地」についてコーパスを用いて収集したデータ
をもとに考察を行った。 
 中国語のオノマトペに後続する「地」と音節数との関わりがあることには変わりがない
が、4.1.で述べたとおり先行研究での指摘と少しのずれが生じた。さらに 4.2.で述べたよう
に、擬態語的表現においても、必ずしも「地」を伴わないことや、後続する動詞と「地」
の出現は、コロケーションの問題は存在しているものの、直接影響を与えているわけでは
ないことがわかった。不特定多数を表す 4 音節オノマトペにおいても、コーパスからのデ
ータから分かるように使い方はそれほど制限されているわけではない。 
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 そして、動詞とのオノマトペのコロケーション、および音節数と動詞との間の関係にお
いても、中西が言う相関関係は見られず、一般的に助詞を伴って使う場合もあれば、助詞
を伴わずに使われる場合も混在している。ただし擬態語表現においては、本稿における調
査が不十分であるため、1音節 2音節においては確認できたものの、3音節から検出されず、
4 音節においては極わずかに確認できた程度である点に注意しなければならない。 
 最後に、「地」の有無で意味の違いが生じるのかという問題については、「地」を伴わな
いものは、オノマトペと動作が密接に関わっている印象を与えるのに対し、「地」が付加さ
れたものはより描写的であり、より象徴的意味を見出しやすい表現であることが確認でき
た。そのため、今までの先行研究で述べられてオノマトペに後続する助詞「地」について
の主張は一部修正する必要があると考えられる。 
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About “onomatopoeia + de” of Chinese 
摘要 
 
本文研究以讨论汉语拟声词的助词“地”为目的。在语料库收集用列并分析拟声词做状
语时的用法。分析汉语拟声词做状语时附加“地”与不加“地”时的区别。考察拟声词的形
态与助词“地”的相关关系。 
通过分析考察，我们得知，汉语拟声词的形态会带给助词“地”的附加起一定的作用。
但是汉语拟声词比起日语拟声词，对助词的附加没有特别强势的影响。这与先行研究的观点
有一点不符。先行研究指出拟态词后边一般要加“地”，可是本文考察的所有形态拟声词的例
文中有很多拟态词不加“地”也可以使用。这就说明拟态词的形态与“地”的附加好像没有
直接的关联。日语拟声词除了形态上必须加助词以外，四音节拟声词后面一般比较自由。汉
语拟声词则不同于日语，除了一个音节的拟声词外，它的形态与助词“地”应该没有特别的
相关关系。汉语拟声词修饰动词时会有固定的组配，我们也观察了动词与拟声词的固配关系，
但是发现也不是直接影响“地”的存在。最后我们考察了加“地”与不加“地”有什么区别。
我们发现，意思上没有区别，但是有“地”的例题与没有“地”的例题相比较的话，更加具
有描写的色彩。我们需要给先行研究的研究成果附加上这个部分。 
 
